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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成21年6月4日(2009.6.4)

【公表番号】特表2008-527595(P2008-527595A)
【公表日】平成20年7月24日(2008.7.24)
【年通号数】公開・登録公報2008-029
【出願番号】特願2007-550018(P2007-550018)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/24     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/244    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ａ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５１６　
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月18日(2009.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　活性発色団を含有する支持ポリマー媒体を有する光メモリにおける活性発色団の使用で
あって、前記活性発色団が（ｉ）５％（ｗｔ％）を超える濃度で存在し、（ｉｉ）吸収ス
ペクトルと発光スペクトルとの間に２０％未満の最小オーバーラップを有し、（ｉｉｉ）
別のモノマーと重合または共重合して支持ポリマーを生成する、重合可能なモノマー部分
と結合していることを特徴とする、使用。
【請求項２】
　前記発色団が２種以上の異なるモノマーに結合している、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　前記モノマーがメチルメタクリレートおよびメチルアクリレートを含む、請求項２に記
載の使用。
【請求項４】
　ポリマーをベースとするフォトクロミック媒体中の活性発色団の１つの状態から別の状
態への光誘起変換を強化するための方法であって、
　ｉ．（ｉ）５％（ｗｔ％）を超える濃度を有し、（ｉｉ）吸収スペクトルと発光スペク
トルとの間に２０％未満の最小オーバーラップを有し、（ｉｉｉ）別のモノマーと重合ま
たは共重合して前記媒体を生成する重合可能なモノマー部分に結合している活性発色団を
使用すること、および
　ｉｉ．前記媒体中の化学基間の協同作用を可能にする条件を提供すること、
を含む方法。
【請求項５】
　活性発色団の１つの状態から別の状態への光誘起変換の強化を伴うフォトクロミック媒
体を作製するための方法であって、
　ｉ．（ｉ）５％（ｗｔ％）を超える濃度を有し、（ｉｉ）吸収スペクトルと発光スペク
トルとの間に２０％未満の最小オーバーラップを有し、（ｉｉｉ）別のモノマーと重合ま
たは共重合して前記媒体を生成する重合可能なモノマー部分と結合している活性発色団を
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使用すること、および
　ｉｉ．前記媒体中に高濃度の前記活性発色団が得られる条件下で前記媒体を重合させる
こと、
を含む方法。
【請求項６】
　前記発色団が２種以上の異なるモノマーと結合している、請求項４または５に記載の方
法。
【請求項７】
　前記モノマーがメチルメタクリレートおよびメチルアクリレートを含む、請求項６に記
載の方法。
【請求項８】
　前記媒体が、発色団の光誘起変換の強化をもたらすように、前記発色団と相互作用する
ことができるまたは前記発色団の微小環境に影響を与える非フォトクロミック添加剤を含
む、請求項４～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　支持ポリマー物質と、前記支持物質に結合している活性発色団とを含むフォトクロミッ
ク媒体であって、前記活性発色団が（ｉ）１０％（ｗｔ％）を超える濃度で前記ポリマー
物質中に含まれ、（ｉｉ）吸収スペクトルと発光スペクトルとの間に２０％未満の最小オ
ーバーラップを有し、（ｉｉｉ）別のモノマーと重合または共重合して前記支持ポリマー
を生成する重合可能なモノマー部分と結合していることを特徴とするフォトクロミック媒
体。
【請求項１０】
　前記発色団が２種以上の異なるモノマーと結合している、請求項９に記載の媒体。
【請求項１１】
　前記モノマーがメチルメタクリレートおよびメチルアクリレートを含む、請求項１０に
記載の媒体。
【請求項１２】
　モノマー溶液における溶解度が互いに異なる少なくとも２種のモノマー部分を含む、請
求項９または１０に記載の媒体。
【請求項１３】
　非線形光学特性を有する、請求項９～１２のいずれか一項に記載のフォトクロミック媒
体。
【請求項１４】
　前記活性発色団が、前記支持物質中で実質的に均一に分布している、請求項９～１３の
いずれか一項に記載のフォトクロミック媒体。
【請求項１５】
　前記活性発色団が、前記支持物質中で実質的に不均一に分布している、請求項９～１３
のいずれか一項に記載のフォトクロミック媒体。
【請求項１６】
　前記活性発色団が、活性発色団を欠いているまたはわずかな濃度の活性発色団を有する
部分によって分離されている高濃度の別々の部分に分布している、請求項１５に記載のフ
ォトクロミック媒体。
【請求項１７】
　前記活性発色団が、前記高濃度の別々の部分によってそれぞれが形成されている空間的
に離れたクラスタに分布している、請求項１６に記載のフォトクロミック媒体。
【請求項１８】
　前記活性発色団が、以下の式（Ｉ）のスチルベン誘導体であり、
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【化１】

　式中、Ａｒ１およびＡｒ２が、必要に応じて－Ｃ１～６アルキル、－ＯＣ１～６アルキ
ル、－ＳＣ１～６アルキル、ならびに－Ｃ１～６ＯＨ、チオールおよびそれらの塩、Ｒ’
およびＲ’’が独立に水素またはＣ１～６アルキルであるＮＲ’Ｒ’’から選択される１
つまたは複数の基で独立に置換されたフェニル基であり、Ｒ１およびＲ２は、ｎが０、１
または２である－（ＣＨ２）ｎＣＮから選択されるニトリル、ハロゲン化物、カルボン酸
、それらのエステル、またはｎが０、１または２である－（ＣＨ２）ｎＮＯ２から選択さ
れるニトロ化合物から選択される置換基である、請求項９～１７のいずれか一項に記載の
フォトクロミック媒体。
【請求項１９】
　前記発色団が、以下の式の活性発色団モノマーであり、

【化２】

　式中、Ａｒ１、Ａｒ２、Ｒ１およびＲ２が請求項１８に定義されているとおりであり、
Ｍが重合可能なモノマー部分である、請求項１８に記載のフォトクロミック媒体。
【請求項２０】
　Ｍがアクリルモノマーである、請求項１９に記載のフォトクロミック媒体。
【請求項２１】
　Ｍがメチルメタクリレートまたはメチルアクリレートである、請求項１９に記載のフォ
トクロミック媒体。
【請求項２２】
　Ｍがスチレンである、請求項１９に記載のフォトクロミック媒体。
【請求項２３】
　前記活性発色団モノマーが式（ＩＩＩ）のものである、請求項１８～２２のいずれか一
項に記載のフォトクロミック媒体：

【化３】

　式中、Ｘがメチルまたは水素、ｎが２～７の整数、Ｙが水素、あるいは必要に応じてハ
ロゲン類により置換された１～８の炭素原子を有する直鎖または分岐アルキル部分である
。
【請求項２４】
　前記活性発色団モノマーが、式
【化４】
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【化５】

　から選択される、請求項２３に記載のフォトクロミック媒体。
【請求項２５】
　前記活性発色団モノマーが以下であり、
【化６】

　式中、Ｙが水素、あるいは必要に応じてハロゲンにより置換された１～８の炭素原子を
有する直鎖または分岐アルキル部分である、請求項１８～２２のいずれか一項に記載のフ
ォトクロミック媒体。
【請求項２６】
　前記発色団が大きいストークスシフト（Stocks shift）を有する、請求項９～２５のい
ずれか一項に記載のフォトクロミック媒体。
【請求項２７】
　前記ストークスシフトが１００ｎｍを超える、請求項２６に記載のフォトクロミック媒
体。
【請求項２８】
　前記活性発色団の濃度が２０％を超えている、請求項９～２７のいずれか一項に記載の
フォトクロミック媒体。
【請求項２９】
　前記活性発色団の濃度が３０％を超えている、請求項２９に記載のフォトクロミック媒
体。
【請求項３０】
　前記活性発色団の濃度が４０％を超えている、請求項３０に記載のフォトクロミック媒
体。
【請求項３１】
　前記活性発色団の濃度が５０％を超えている、請求項３１に記載のフォトクロミック媒
体。
【請求項３２】
　前記活性発色団の濃度が６０％を超えている、請求項３２に記載のフォトクロミック媒
体。
【請求項３３】
　前記発色団の微小環境を変化させる不活性添加剤を含む、請求項９～３３のいずれか一
項に記載のフォトクロミック媒体。
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